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2020 年度芹田小ツリーハウスプロジェクト

５年２組と寺内研究室のメンバーでWS

研究室での検討・打合せ

施工
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2020 年度制作のツリーハウスをより楽しくするために
すべり台を計画し、初回 WS では５年２組の子どもたち
が描いたスケッチをもとに、設計とはどういうものかに
ついて子どもたちの質問へ寺内研究室が答えた

■芹田小ザ☆すべり台
芹田小学校の 5 年 2 組では、「総合的な学
習の時間」で 2020 年度に作成したツリー
ハウスにすべり台の増設を計画しました。
全校児童、特に低学年の子どもたちが楽
しく安全に遊べるような場所にしたいと
の要望があり、寺内研究室を始め、内装
業を営む父兄や地元の大工さん、材木店
など、様々な方たちの力を借りながら作
成しました。初期案のスケッチから計画
が始まり、楽しさや安全性、費用など多
方面から検討を重ね、子どもたちの創意
を凝らしたすべり台が完成しました。

木材によるカーブしたすべ
り台を模型により検討

小学生が作った模型と研究室で作った模型を比較して
設計でのポイントや危険な箇所、具体的な組み立て方
法などを検討 すべる距離が短いため勾配を緩くするとスピードが出ず楽しくないだろう

という前回打合せ内容を図面へ反映させ、施工のスケジュールを決める　
子どもたちが参加できる行程を詳細に打合せ

木材を搬入し１日で組立てる大工さんの作業を子ど
もたちも興味津々に見学し、質問も飛び交う
現場の横を通り放課後児童クラブへ行く低学年の子
どもたちもはやく遊びたいと目を輝かせていた

プレ制作を行い、時間内に
WS が終了するよう計画

段ボールを使ってどうやっ
たらすべり台を曲げられる
かを模型で検討

材木店から頂いた端材を利
活用するために活用方法を
考え実測 参観日では、耐久性を上げ

るためのシートを選び、カ
ラーリングにも配慮

内装業を営む父兄の紹介を
得て大工さんと打合せ、内
装業ならではの助言も頂く

沓石を設置するための穴堀
作業、池田先生のご家族に
も協力を頂いた

砕石、モルタルを敷き沓石
を設置、全ての基準となる
ため緊張感が走る

子どもたちが触る座面、側
板にシートを貼り、安全に
楽しくすべることが可能

木材の耐久性を向上させる
ために保護剤を塗装

ルールを書いた看板を端材
で制作

装飾をデザインし、端材で
制作

無事完成

2020 年度芹田小５年４組では総合的な学習の活動で
寺内研究室、地元の大工さんと協力してツリーハウ
スを制作し、子どもたちの新たな遊び場となった

初回WS 2つのすべり台を比較するWS 大工さんと打合せ② 組立

研究室でのWS準備
模型でカーブの検討

大工さんと打合せ①
沓石のための穴掘

沓石設置

シート貼り

塗装

看板制作

完成　お礼の会

1/5模型制作WS

実際の材料となる角材と板
材を用いて模型制作、木材
ですべり台のカーブをつく
ることが厳しいと判断し、
勾配が一度ゆるくなる折れ
曲がり案となる

1/10模型制作WS

参観日にシート選び

2020年度芹田小ツリーハウス
装飾取付

端材実測WS

材木店から頂いた集成材で座面や側板、手すりを、端材で装飾を作ることで費用を抑える トンネルで屈むことで座ってすべる 端材で看板を作り、みんなが楽しく遊べるルールを決める　
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